
病院図書館２００７；２７(3)：160-161

文献紹介

一 一一

一睡茜遡笛扉一

医学図書館．2007;54(2) 教育として

特集：第13回医学図書館研究会・継続教育．●問題識別・解決能力の育成を目指して

一ス●学内実習でのＩＴを用いた医薬品情報教育

●看護系雑誌に掲載された推薦図書リストの と医療薬学への射程

比較：東京慈恵会医科大学学術情報センタ

ー図書館国領分館における看護系洋図書選ほすぴたるらいぶらりあん．2007;32(2)

定のために 特集：看護職への研究支援

●濁協医科大学図書館におけるリンクリゾル●看護研究への支援

（の計画から導入まで●看護職への利用指導一日鋼記念病院の事例

●岩手医科大学におけるメディカルオンライ●看護学生と近隣看護職員への支援

ンの利用動向と広報活動●看護研究における統計学的手法について

●岩手医科大学附属図書館メールマガジンの●日本子ども家庭総合研究所のデータベース

認知度調査構築と情報提供の現状

●委託スタッフによる「ライフラインとして

の学術情報を効果的に提供するための試日赤図書館雑誌．2007;１４

み」：愛知学院大学歯学・薬学図書館情報特集１：第１４回日赤図書室協議会研修会

センターの事例●医療の質向上のために－病院図書室担当者

●医学・医療情報を必要とする人々へのサーの役割一

ビス：京都南病院図書室一般公開での利用●医学図書館における電子ジャーナルの導

状況入一利用環境の整備および冊子体との共存

●JDreamPetit利用者の検索行動から考察しのあり方を考える－

た一般市民の医療情報へのニーズ●事例報告（１）メディカルオンラインの利用

●レポート作成を起点とした情報リテラシー状況

教育の試み●事例報告(2)電子媒体資料に関する意識調

査

薬学図書館．2007;52(2)●事例報告(3)KnowledgeWorkerを導入して

特集：薬学6年制における医薬品情報教育と特集２：業務事例集

図書館の役割一第９回日本医薬品情報●文献検索の指導について

学会シンポジウムより●新入職員へのオリエンテーション

●薬学6年制教育における医薬品情報学教育●アイデアｌパソコンデスクトップ

●医薬品情報を活用できる薬剤師を育てるた●アイデア２製本と書架の見出し

めに ●アイデア3雑誌の表示と利用統計

●ＥＢＭを実践できる人材育成のための基礎

－１６０－



患者図書館

東京医科大学病院「患者さま図書室」を開設し

て

遠藤典子

医学図書館．2007;54(2):172-5．

面積15m２，蔵書数600冊というこの患者図書

室は、一般書・闘病記・雑誌・ＡＶ資料を提供

しないことにしたという。小規模患者図書館の

一事例。

医学・医療情報を必要とする人々へのサービ

ス：京都南病院図書室一般公開での利用状況

山室境知子

医学図書館．2007;54(2):150-4．

一般市民は意外と専門の医学書を望んでい

る。患者図書室を考える上で、病院図書室に一

般市民が入っていける京都南病院図書室の存在

は、多くの示唆を含んでいる。

電子ジャーナル

医学図書館における電子ジャーナルの導入一利

用環境の整備および冊子体との共存のあり方を

考える－

北川正路

日赤図書館雑誌．2007;１４:7-11．

各章の見出しが「電子ジャーナルの普及への

対応と導入の必要性」「電子ジャーナル導入に

よる図書館の新たな業務」「冊子体と電子ジャ

ーナルの共存」「電子ジャーナル導入のための

図書館間の協力」と、通子ジャーナル導入を検

討している図書館に参考となる文章が続く。
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PubMedLinkOut-設定方法とアイコン作成－

天野いづみ

日赤図書館雑誌．2007;14:22-30．

これまでのPubMedLinkOutの解説にくら

べ､図が32枚とわかりやすさで群を抜いている。

その他 国その他

東京慈恵会医科大学における基本洋図書の選定

細矢敬子、山田知子

医学図書館．2007;54(2):176-81．

この図書館では、洋図書の専門書、般新情報

の解説書を購入する前に、基本的な図書を確保

することにし、「基本洋図書」として選定した。

そのリストが分野別にすべてあげられており、

各図書館でも役立つだろう。

病院現場での医療職向け図書室から－レファレ

ンス三題噺連載その百三十八

奥出麻里

図書館雑誌．2007;101(4):234-5．

看護師からのあいまいな質問や、医師からの

専門外のことについての文献検索依頼など、目

のつけどころのよいレファレンス事例集。

■文献の入手は､所蔵館へお申し込みください。

■「情報の科学と技術」は協議会で雌読してい

ます。

■興味ある文献を分かちあいましょう。参考に

なる文献がございましたら、会誌編集部まで

お知らせください。
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